
甲状腺がんと線量との関係

出典：Brenner et al., Environ Health Perspect 119, 933, 2011より作成
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甲状腺がんとヨウ素131による被ばく線量の線量効果関係
（ウクライナにおけるチェルノブイリ原発事故のコホート研究により推定）

原発事故由来の
内部被ばくによる発がん

※相対リスクとは、被ばくしていない人を1とした時、被ばくした人のがんリスクが
何倍になるかを表す値です。
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甲状腺がんとヨウ素摂取

出典：Cardis et al., JNCI,  97, 724, 2005
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原発事故由来の
内部被ばくによる発がん

※相対リスクとは、被ばくしていない人を1とした時、被ばくした人のがんリスクが
何倍になるかを表す値です。
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